
地

.

療

甥
の
芸

論
文
と
L
且
ら
か
響

｡
附
脚
の
蝿
甘
間
代
か
L<
り
洗
掘
で
は

ゎ
ろ
が
地
質
園
に
し
て
退
路
れ
取
締
で
鴻
托
す
聖

Iは
以

て

の
外
で
あ

る
｡
猶
碓
氷
の
通

it,地
笠

謁

省
に
御
願
ひ
し

㌣
い
の
け
英
和
の
外
閉
拭.:

み
横
文
字
で
入
れ
ろ
場
合
i1
ほ
第
分
校
正
し

て
欲
し
い
､
主

で
あ
る
｡
本

港
の
横
文
字
九
入

れ
+1外
相
誹
の
三
分
G
二

に
ほ
鞘
桁
が
約
--･･o
之
は
人

を
誰
･rh'EC.,
tと
甚
だ
し
い
｡
寧
ろ
入
れ
な
い
ガ
が
編
瀞
に
と
り
tJ
も
牝
等

誼
ポ
に
と
つ
L/
･J

串閥
で
わ
t{･O
そ
れ
に
し
て
も

,高
弟
し
い
勢
力
の
か

ゝ
つ
iI
地
霊

紬
の
印
刷
部
数
が
三
宮
郡
だ
と
云
ふ
の
2i･甚
だ
惜
し
い
免
が

す

る
｡
(
中
村
)

誰

舘

◎

地

韓

聾

避

第

四

回

講

習

曹

糖

報

耽
撃

り
地
状
袋
財
は
人

文
地
軸
準
の
綿
問
悩
み
鼎
圏
民
と
北
ハに
攻
究
し
併
せ
で
今
後
常
尊
の
向
ふ

べ
き
カ
針
み
樺
称
せ
ん
が
病
め
鶴
柑
阿
講
習
骨
み
開
催
し
i1
軍

洩
rY,ほ

蝿
兄
鵜
川
水
よ
り
叉
は
朝
即
金
擢
解
法
烏
城
よ
り
北
は
秋
田
本
荘
よ
･2
非

骨
で
ろ
阿
見
J
わ
つ
て
骨
で
ろ
も
の
七
十
六
番
､非
常
花
沸
悦
か
極
め
二

時
恰
も
盛
年
未
で
佃
野
は
入
選
試
敗
､
小
袋
校
は
単
発
的
と
い
ふ
過
波
潤

に
際
し
た
に
も
不
絢
か
-
多
数
の
塾
食
み
得
ii
,,と
'
艶
に
罪

】
回
の
構

習
以
水
練
紋
の
魯
箆
省
の
十
救
宅
を
下
ら
な
い
こ
と
,17<
ど
､
い
か
に
喝
等

の
畢
樹
に
心
揃
い
感
か
抽
か
し
め
L
･
,JJ
で
あ
り
i1
ら

う'
走
に
日
記
を

掲
げ
Y
柵
悦
か
軸
ず
る
O

l品
月
せ
七
日

小
川
地
銀
の
iE
故
の
架
路
と
俳
艮
ー
石
析
免
盆
の
綬
蹄

第
五
食

餌
五
脱

党

和

九
O

叫
印
紙
準

町
中
阿
耽
麿
地
盤
の
俳
絹
阿
抑
制
加
の
周
柵
と
分
布
,小
牧
鬼

舵
の
脱
輪
人
相
の
倍
化
状
態

い
づ
れ
も
多
大
の
印
象
松
圏
点
に
輿

へ
㌔

三
月
せ
<
員

引
fT,つ
ê
い

て
小
川
'
石
碑
'
田
中
､
小
牧
紺
地
姓
の

補
流
で
今
日
は
附
巾
兜
姓
は

ア
〝
ブ
ス
山
地
の
舵
晴
か
話
さ
れ
i
LO

三
珂
骨
九
日

小
野
地
収
の
凹
土
論
小
牧
地
境
の
オ
ス
ボ
ン
の
石
蕗
時

代
論
'
藤
田
鹿
北
の
岸
根
い
桝
規
が
わ
つ
て
牛
後
二
藤

か
ら
､
京
☆
天
文

魂
に
至
っ
て
十
二
吋
の
大
望
鵡
鋭
在
日
じ
め
共
仙
額
郡
､
同
じ
′
､文
g
T部

陳
列
館
考
古
畢
放
地
租
故
富
の
hrTら

岬
ろ
参
考
鵜
も
蚤
桝
稗
々
硯
切
･mLL説

明
か
恭
ス
｡

腎
で
月
鮒
田

内
耶
琵

叫
宛
銀
が
武
鏡
野
の
周
作
地
租
も
訊
蛸
せ
ら
れ
'

小
野
地
銀
は
脚
土
論
ね
誠
了
､
終
っ
て
午
後
研
究
教
衆
骨
が
あ
り
節

1
婿

に
小
川
博
士
E
.研
光
静
ま
の
必
▲魂
と
抜
放
と
に
朗
し
て
訓
話
､
琴

南

に

小
冊
軍

嘉

は
仰
ー-1
に
於
け
ろ
平
野
の
故
成
れ
論
じ
て
碑
に
入
り
細
み
穿

ち
些

二
僻
小
野
約
三
繋
げ
秋
田
煤
羽
後
本
筋
附
近
小
友
川
の
階
犬
の
成
田

節
相
席
は
藤
木
好
封
の
七
仮
称
郷
土
地
誰
に
つ
い
て
､
節
五
僻
小
牧
慨
歎

潜
に
武
居
武
者
い
都
市
樹
の
紹
介
み
ぜ
ら
れ
､
終
っ
て
奨
尺
骨
館
に
行
っ

て
茶
粥
骨
･2
相
.＼

例
に
よ
っ
て
食
尽
全
部
の
感
想
紙
が
噂
<･'
和
泉
謁

々
の
吋
に
牛
校
七
時
申
紋
骨
､
託
ち
に
有
志
者
は
京
大
天
文
垂
れ
風
姿
し

て
'
盈
藍
'
月
介
Sど
な
大
望
拭
鏡
で
覗

い
て
み
i1
誠
に
天
文
壇
の
助
手
の

カ
々
に
探
叢
の
糾
忠
か
表
せ
ざ
る
か
得
LJ
い
｡

三
月
五
十
-
日

内
田
及
藤
附
耐
地
盤
の
諦
抗
が
給
っ
て
か
ら
'
琴

!

日
の
研
究
真

倉
に
移
つ
i1
1
発

l
席
小
田
内
観
敏
封
は
九
州
四
囲
叩
団

に
放
け
ろ
人
口
稗
動
の
材
料
蒐
免
岬
に
併
せ
称
㍗
ス
各
願
の
人
文
地
理
上

の
貯
題
目
も
跳
べ
琵
ら
に
人
文
地
租
撃
研
究
の
カ
針
を
の
+(
て
大

鏡
煩
を



上
げ
ら
れ
'
弟
二
億
1tT挿
沖
甜
君
に
職
輔
弼
坤
に
於
け
-C･薪
成
デ

ル

タ
の

上
に
費
速
了
{･架
指
の
山
水
と
現
状
を
初
詣
L
t
第
三
情
に
内
E
託

1
茄

は
軸
溌
中
野
の
凄
地
に
於
17
ろ
人
文
税
叡
ん
塩
宵
〃
T
c
別
姓
に
･･･
つ
て
枕

か
tl
'
井
川
席
に
藤
附
.LP
林
.邪
は
八
軒
八
渦
方
向
且
壌
東
城
か
ボ
し
て
天

台
初
期
価
額
の
特
故
と
入
沢
戊
ま
の
特
軌
と
ん
詫
せ
ら
れ
叉
別
H
以
上
に

大
成
功
か
呼
′I
J1
時
‥ニ
十
分
よ

り
市
内
&
.維
如
作
柄
卑
邪
｡

四
月

L
日

比
前
山
八
渦
方
面
の
見
笹
は
骨
サ
ム
も
の
凡
七
十
翁
､
田

仲
阿
駅
庶
門
川
究

〓
i
南
光
収
迄
も
琴
加
き
れ
㍗
位
で
火
々
的
成
功
で
わ

へ
L
t
年
別
八
時
や
､
出
町
抑
苅
費
の
叡
山
花
il
Ll
乗
っ
て
糸
鮎
の
公
国

に
蒙
り
､
巾
村
批
和
上
沖
縄
師
か
ら
地
文
の
純
明
が
あ
っ
た
'
遜
し
八
瀬

火
床
の
黙
筋
は
北
は
泣
叫
峠
ん
也
え

て
阿
亀
川
に
流
す
ろ
1
大
柿
骨
谷
で

南
は
紀
和
･:･3
原
の
巾
央
小
瓶
で
･(
大
幡
ぺ
-;
脈
に
及
ぶ
も
の
で
わ
る
'
従

っ
て
,
,の
附
近
で
け
郡
外
の
光
に
寅
と
し
て
柁
納
材
狂
わ
う
ーr
i
l砂
岩
で

わ
ろ
が
､
黙
谷
の
西
に
に
角
封
が
苗
は
L
て
地
肘
の
喰
堪
り
あ
る
の
が
明

で
あ
そ

､と
の
枕
明
を
i
J

l
t
噂
賃
や
っ
け
i1
秒
求
粘
板
岩
の
吋
に
舷
じ

i
i重
曹
石
の
托
取
か
O･
コ
J
､
･･J
で
虚

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
傾
斜
約
二
十
五

渡

の
乗
法
,t
昇
T
t
､
モ
化
か
ら
_Er
明
舟

に
昇
っ
て
白
河
の
花
蛸
岩
の
う

_T
t
招
蝕
の
状
況
か
･j
k
.宅
桝
及
山
城
盆
地
の
大
和
ん
柏
に
し
て
牛
的
十

一
時
根
本
叫
堂
に
薄
L

L1
､
.ji塘
十
二
7年
別
取
の
甘
利
に
綿
で
1
'
軍
水

十
九
年
に
稲
越
一･J
..Jt
.=
尽
唐
人

母
店
の
銅
:罰
.託
桁
行
十

1
問
竣
榊
六
m
の

ト
へ
殴
輯
巷
淑
'
内
陣
外
陣
の
粗
造
か
見
て
問
い
J-
+
I.訪
盟
の
碓
変
わ
仰
ぎ

海
岸
茶
畑
.+1
小
食
'
O･が
て
何
代
に
行
っ
て
槽
ひ
敬
,5.m
CT
て
珊
性
院
､

仲
尾
V
tTj
と
み
且
･O
t
J
一
1
に
弘
仁
十

7
年
に
川
氷
i1
糾
扮
桜
が
わ
･<･'

津
単
純
火
口
托
三

∴
二
部
が
郎
桶
の
岬
に
試
し
て
わ
ら
と
い
ふ
=
と
か
ら

*

#

義
之

名山
と
いつ
41
豊
那
人の
青

い考
に

共
鳴
t･.(･岬
d

J
砂
か
Lf
す
､

淀
み

特L
.

I.･'八利
付
の
方
へ降
り

ろ'

高
専
に洩
て

る中途
で
巾
内
最

軒
の

水P.(
紘噂で
わ
ろ
紙
璃
盤

三
間

二
両か且
紫電
町

時代の
東
洋
叉
は

且3:の畢且形経てり立に岩門柑岳明四

(藤
E.特杉
)

式
姓
P
.の
沈

明
J
.̂
･く
､

テ
ン
ト
相
の

.
上
か
洩

っ
て

p
が
て
下
山

城
に
急
峻
t1

坂
路
で

1
行

大
樹
り
'
巾

に
も
田
中
允

生
の
如
き
億

沌
疲
争
わ
感

じ
ら
れ
i1ら

J
L
.
<
#

村
で
は
付
点

玉
川
政
治
郡

代
宅
わ
見
笹

し
て
カ
ン
r

(詳
併
)
'
ヂ

(赦

頒電
)
‥j
i
JS

配
狂
わ
は
i･わ
'
宅

地
の
隅に
今

-･捕
りて
ゐ
る

｢
て

ら
｣

隔
離兼良の
柁
ィ
,Y
と
見
離
､
そ

れ
から八
対
で

光･J
i;
い
法
事
四

年

牧草の

給水武
次
代
･.V
み
見
て
'
カ

yF
に
存
推
す

〃火
竃
り
韓
沈
み

第
五
奮

発
五
債

-
金

九

l



地

政

知
り
､付
校
勘
に
行
っ
て
'
こ
の
相
の
所
有
す
る
御
給
旨
や
其
他
の
iE
空
港

か

)
且
'
軍
b
に
有
名
{釜

風
損
か
見
て
牛
後
三
時
牛
八
開
輝
に
山
で
電

取
に
の
り
i
i十
二
分
附
で
ほ
や

州
町
に
固
着
､

i
行
,
･･1
に
解
散
し
て
抜

目
の
勢
か
塙
ひ
め
で
㍗
-
節
柑
回
講
粥
骨
の
漁
先
払
終
っ

た
印
で
あ
る
.

:
-
に
精
輯
箱
師
で
む
つ
i;
上
伸
藤
川
の
嗣
允
北
に
厚
く
感
謝
の
忠
私
決

し
て
お
く
｡
(T
故
)

◎
地
糠
撃
国
開
山
党
髄
近
況

0
第
九
回
例
骨
｡
高
松
川
改
修
工
離
れ
税
務
す
､
十

l
月
十
四
日
年
別
八

時
十
分
岡
山
賛
同
抑
十
五
分
間
附
加
塀
に
下
車
L
t
田
原
'
水
江
'
柳

井
尿
'
甘
地
､
酒
拝
辞
の
各
地
み
内
筋
省
出
破
折
且
の
鞘
内
に
よ
･;
巡

潤
す
､
七
は
晒
沖
焼
G
駁
元
及
び
晒
沖
の
見
島
戊
太
郎
諮
伯
の
宅
私
防

門
し
'
牛
姥
五
幡
師
岡
で
'
氷
曾
省
二
十
三
令
o

O
第
十
回
例
曾
o
十
二
月
八
日
師
範

比
小
紋
内
に
尉
官
､雑
食
二
十
六
･S
t左

記
講
涜
あ
り
iIlり
O

l
､
満
鮮
支
族
行
統

帥
鉱

浦
上
宗
繍
潜

二
'
ロ
シ
ア
の
政
的
組
織
に
つ
い
て

同

三
脚
椎
骨
裏

0
第
十

8
回
例
食
｡
大
正
十
五
年
の
科
回
に
し
て
i
月
十
七
日
樹
田
中
笹

校
に
放
て
閲
曾
'

左
記
講
演
及
び
骨
計
報
歯
あ
り
i1
り
｡

ー
'
弔
辞
に
放
け
る
炭
田
の
分
布

師
範

浦
上
芸
術
ガ

二
､
星
の
光
度

問
中

水
野
千
敗
者

三
'
骨
計
報
普
代
略
す

'～カ
ド

布
終
っ
て
三

門

に
在
る
｢
タ
オ
ル

｣脱
鱗
官
紀
か
参
観
し
,
次
で
数
丁
離

si
i1
ろ
武
威
山
の
補
間
岩
の
切
･5
状
況
私
見
選
し
'
光
田
石
材
切
出
嫁
A4

沸
五
各

界
五
紙

究
八

九

こ

.=
阿
山
石
材
株
式
骨
紙
等
わ
巡
り
午
後
四
時
牛
蹄
岡
す
'衆
骨
者
二
十
宅
｡

0
第
十
二
回
例
愈
二

万

七
日
阿
山
師
範
に
餌
食
'如
骨
孝

Zi･
六
名
滋

の
試
演
あ
り
t
り

｡

一
'
支
那
人
の
性
質
に
つ
い
て

旅
心
高
女

岡
崎
措

小
者

二
'
e
:
q
囲
横
断
兼
行
談

阿
山
高
教

寺
尾
野
中
潜

布
溝
.kJ
終
了
後
鮮
魚
私
共
に
し
､
牛
後
三
時
申
散
骨
す
｡

0

朝

鮮

ー
北

海

道

へ
鷹

島

塵

陀

落

下

し
取

隅

石

大
成

十
三
咋
九
月
七
日
午
前
六
時
過
朝
鮮
金
洋
館
波
羅
州
印
鳳
風
雨
空
谷

監

(
判
締
三
川
度

五
六
分
､
光
経

1
二
六
度
四
六
分
)
の
相
田
中
に
或
三

一首

乃
至
二
甘
五
十
匁
の
隅
石
が
路
て
破
砕
せ
ら
れ
ii
､
朝
鮮
娘
督
府
地
質
調

査
所
で
分
析
の
騎
免
.
首
分
巾
瑛
二
〇
･三
三
'
柾
醐
三
七
･
二
六
法
土
､

凹
｡九
四
､
11
ツ
ケ
〝
梅
少
食
､痢
巽
耐
多
虎
､
カ
ル
シ
ウ
ム
少
盈
'
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
柑
多
畳
で
､
燐
は
純
′
＼

比
重
は
三
･
五
'
其

一
破
片
(重
さ
三

十

二
匁
)
に
現
に
仁
川
親
捌
折
に
保
管
ぜ
ら
る
ゝ
由

(十
五
年
三
月
天
文

月
報
)
叉
大
正
十
四
咋
九
月
五
日
牛
後
四
時
喝
､

北
海
道
空
知
郡
瀬
見
別

学
光
線
内
粍
米
田
坤
勝
馬
'
局
数
甚
約
有
岡
を
離
れ
i1
ー
蜘
地
に
限
..勺
か

落
下
し
i1
の
み
田
中
武
が
日
野
し
た
､
同
氏
は
突
然
館
嶋
の
如
ro
腐
骨
に

経
て
飛
行
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
如
き
燥
青
み
間
合
'
眼
前
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